
「水稲有機栽培の抑草技術」
－水稲の有機栽培における重要ポイントー

お問合せ先 福井県農林水産部流通販売課 ０７７６－２０－０４１９

福井県では県内水稲農家等が有機農業を含めた環境保全型農業を体系的に学習
し、自らの栽培や販売等に活用してもらうきっかけの場や、農業者同士の交流の場
として、「ふくいオーガニック・グリーンアカデミー」を本年夏に開講します。

１２月８日の第１回、２月２４日の第２回に引き続き、

第３回プレアカデミーを開催しますので、ぜひご参加ください。

日 時 ：令和８年６月１８日（木） １３：３0～１６：３０ （受付13:00）

場 所 ：JA福井県鯖江中央支店 ５階ホール (鯖江市上河端町１８−６)

申込方法：裏面の二次元コードから、または申し込み欄に必要事項を記載の上、

FAX：０７７６-２０-0649または裏面問い合わせ先のメールあてお申し込みください。

～プレアカデミー（第３回）講義内容～

(Fukui Organic Green Academy)

対象品目は、水稲

※有機および支援者コースは定員を設ける予定です。

ふくいオーガニック・グリーンアカデミー（FOGA）とは・・・

プレアカデミー（第３回）を開催します！

～FOGA開講に先立って～
事前申込制

コース 対象者 内 容

基礎コース
（エコ・特栽）

・県内の農業者 ・栽培技術に関する座学

有機コース※

（有機技術・経営）
・有機転換・有機農業
拡大を目指す担い手

・上記を更に強化し、経営や現地研修も追加

支援者コース※
・JA営農指導員
・県普及指導員等

・主に、有機ＪＡＳ制度に関する理解醸成
（上記コースにも参加し、技術力向上も図る）

講師：公益財団法人 自然農法国際研究開発センター

研究部 専門技術員 三木 孝昭 氏



右の二次元コード、または下欄に必要事項を記載の上、
FAXまたは下記のメールあてお申し込みください。

お問合せ先 福井県農林水産部流通販売課

オーガニック・食料安全グループ

☎０７７６－２０－０４１９
✉ecosyokuan@pref.fukui.lg.jp

１
人
目

氏 名 市町名

所 属
連絡先

電話番号※1

【任意】メール
アドレス※2

２
人
目

氏 名 市町名

所 属
連絡先

電話番号※1

【任意】メール
アドレス※2

※１緊急時に連絡が取れる電話番号
※2今後、有機農業等に関する情報を送付する場合があります。受信を希望される場合はご記入ください。

福井県流通販売課あて FAX：０７７６－２０－０６４９

自然農法国際研究開発センター 三木孝昭 氏
自然農法国際研究開発センター研究員。1999年自然農法研究
センター入職後、同センターにおいて、化学肥料や農薬に依存しな
い自然農法の研究・技術開発および普及に携わる。長年にわたり、
水稲をはじめとした作物の栽培試験や現地指導を通じて、土壌環
境の改善や生態系に配慮した農業技術の確立に取り組んできた。
理論と実証の両面から農業生産を捉え、環境保全と安定生産の両
立を目指した指導に定評がある。

公益財団法人 自然農法国際研究開発センターとは・・・
自然農法国際研究開発センターは、化学肥料や農薬に過度に依存しない「自然農法」
の確立と普及を目的として、調査研究、技術開発、普及啓発活動に取り組んでいる研究
機関である。水稲をはじめとする各種作物について、土壌環境や生態系との調和を重
視した栽培技術の研究を行い、持続可能な農業の実現を目指している。また、試験研究
の成果を研修会や現地指導を通じて生産現場へ還元し、環境保全と安定生産の両立に
資する農業技術の普及を進めている。

※三木氏には、有機コース第Ⅰ期においても、メイン講師としてご登壇いただく予定です。

※この研修は、環境保全型農業直接支払交付金の交付要件の「持続可能な農業生産活動に関す
る研修の受講」に相当します。また、本アカデミーで学んだことや資料を基に技術マニュアルや普
及啓発資料などを団体内で作成し、配布することで同交付金の推進活動とすることができます。
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